
【曲目 】

追 悼 演 奏

演奏者

今井 奈緒子

東北学院大学教養学部教授

大学オルガニスト

J.S.バ ッハ作 曲

フ ァンタ ジー とフー ガ ハ 短調BW537

コ ラー ル編 曲 「我汝 を呼ぶ 、主 イ エ ス ・キ リス トよ」BIW639

「我 ら悲 しみ の極 み にあ りて」BW668a

「心 に主イエ ス を」(教 会 カ ンター タBWV147よ り)

【曲 目 につ いて 】

バッハのヴァイマル時代後期に作 られたファンタジー ハ短調は、長く伸ばされたペダル

低音の上に、悲痛な面持ちと 「ため息」の音型を交えて進みます。フーガは一転して決然と

した性格 を持ち、救いへの確信を紡いで行きます。コラール編曲 「我汝を呼ぶ」は、その表

情豊かな旋律と歌詞のいずれも、M.ルターの弟子で神学者のアグリコラが作者とされていま

す。46曲 のオルガン ・コラールが収められた 『オルガン小曲集 』の中で唯一の3声 曲であ

り、両手とペダル に割 り振られた3つ の声部が、それぞれ異なる動きを見せます。「我ら悲

しみの極み にあ りて」はオルガン小曲集にも美 しい編曲があ りますが、こち らは同じくヴァ

イマル時代に書かれ、後年ライプツィヒ・コラール と呼ばれるようになった十数曲の一つで

す。バ ッハが 「汝の御座の前に われはいま進み出で」の名で校訂を加えた稿は完結せず、

それが絶筆と伝えられてきました。「心に主イエスを」は、日本では 「主よ、人の望みよ喜

びよ」と呼び習わされていますが、原曲は教会カンタータ第147番 「心と口と行いと生活を

もて」の第6曲 と終曲として、弦楽器の伴奏に乗せた合唱によって歌われます。本 日はオル

ガン用編曲でお聴きください。

なお前奏の 「深き淵より」は、ルター作の悔い改めのコラール編曲です。バ ッハ唯一の

6声 によるオルガン曲で、北 ドイツ ・オルガン楽派の古様式に則 り、ペダルが2声 を担い重

厚な響きを聞かせます。

【演 奏 者 プ ロ フ ィ ー ル 】

東京藝術大学オルガン科、ドイツ ・フライブルク音楽大学卒業。オルガンを河野和雄、廣

野嗣雄、ジグモン ト・サッ トマー リの各氏に師事。1985年 ドイツ ・ ゲオルグ ・ベーム国際

オルガンコンクール、88年 ベルギー ・ブルージュ国際バッハ ・コンクールに入賞。 日本 ・ヨ

ーロッパ各地における積極的なソロ活動のほか、経験豊かな通奏低音 ・アンサンブル奏者と

して共演者から信頼を得ている。

現在東北学院大学教養学部教授、大学オルガニス ト、宗教音楽研究所々長。日本キリス ト

教団霊南坂教会、西片町教会オルガニス ト。日本オルガニス ト協会 ・日本オルガン研究会会

員。
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讃 美 歌312番

東北学院東日本大震災追悼礼拝次第

日 時：2012年3月ll日(日)14時30分

場 所:東 北学院大学多賀城キャンパス礼拝堂

司 会:常 任 理 事 柴 田 良 孝

奏 楽:教 養学部教授 今 井 奈緒子

追 悼 礼 拝

1

いつ くしみ深き 友 なるイエスは、

罪 とが憂い を とり去りたもう。

こころの嘆きを 包 まず述べ て、

などかは下さぬ、負 え る重荷 を。

2

い つくしみ深き

われらの弱きを

悩みかなしみに

祈りにこたえて

3

いつ くしみ深き 友なるイエスは、

かわ らぬ愛 もて 導 き た も う。

世の友われらを 棄て去るときも、

祈りに こたえて 労 りた まわん。

友 な るイエ ス は 、

知9て 憐 む 。

沈 め る と き も、

慰 め た ま わ ん。

開 会

前 奏 コ ラー ル編 曲 「深 き淵 よ り、われ汝 に呼 ばわ る」BW686J .S.バ ッハ作 曲

讃 美 歌 312番 一同 新約聖書 テサロニケの信徒への手紙一 第5章9～22節

聖 書 朗 読

祈

祷

黙祷

式 辞

頒 栄

終祷

新約聖書 テサ ロニケの信徒への手紙一 第5章9節 ～22節

544番

宗教部長 佐々木 哲 夫

同 上

同

理 事 長 平河内 健 治

同

神 は、わ た したち を怒 りに定 め られたのではな く、わた した ちの主イ エス ・キ リス トによる

救いにあずからせるように定められたのです。主 は、わたしたちのために死なれましたが、そ

れは、わた したちが 、目覚めて いて も眠 って いて も、主と共に生き るよ うにな るためです。です

か ら、あなたがたは、現 にそ うして いるように、励ま し合 い、お 互いの向上 に 心 がけなさい。

兄 弟たち、あなたがたにお願いします。あなたがたの 間 で労苦し、主に結ばれた者として 導

き 戒 めてい る人々 を重ん じ、 また、そ のように 働 いて くれ るのです か ら、愛 をもって 心 か ら

尊敬 しなさい。互い に平和 に過 ご しな さい。 兄 弟たち、あなたがた に勧 め ます。怠けている者

たちを戒 めなさい。気落ちしている者たちを励ましなさい。弱い者たちを助けなさい。すべて

の人に対 して忍耐強 く接しなさい。だれも、悪をもって悪に報いることのないように気をつけな

さ い。お互 いの 間 で も、すべて の人 に対 して も、いつ も善 を 行 うよう努 めな さい。

いつ も 喜 んで いな さい。 絶 えず祈 りな さい。 どんな ことに も感 謝 しな さい。 これ こそ、キ リ

ス ト ・イエス において 、神が あなたがた に望んでお られる ことです。"霊"の 火を消 してはいけ

ません。預 言 を軽ん じて はいけませ ん。すべ てを吟 味 して、良 いものを大事 に しなさい。あ らゆ

る悪 い ものか ら遠 ざか りな さい。

追 悼 演 奏 頒 栄 544番

追 悼 演 奏

閉 会

教養学部教授 今 井 奈緒子
あ ま つ み た み も、

地 に あ る も の も、

父 、子 、み た ま の

か み を た ナこ え よ。
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式

辞

本
日

は
、
東

北
学

院

・
東

日
本
大

震
災

追
悼

礼
拝

に
ご
参

列
を

い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ

ま
す
。
大
震
災

に
よ

っ
て
、
東

北
学

院

で
は
、
大
学
生

が
五
名

と
高
等
轟学
校
生
徒

二
名

が
若
く

し

て
そ

の
尊

い
命

を
奪

わ
れ
ま
し
た
。
平
成

二
十

三
年
度

入
学
予
定

の
学
生
生
徒

四
名
も
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

教
職

員
家

族

に
も
犠

牲
者

が
出

て
お
り

ま
す
。
私
た
ち

の
友
人
知
己

に
も
多
く
の

犠
牲
者

が
お
り
ま
す
。

三
月
六

日
付
け

の
警
察

庁

の
ま

と
め
で
は
宮
城
県

の
震
災

に
よ
る
死
亡
者

は
九
五

一
二
人
、
行
方

不
明

者

は

一
七

五

四
人

と
数
え
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
岩
手

、
福
島

両
県
を
も
合

わ
せ
た
全

国

の
犠
牲
者

の
お

よ
そ
六
十

パ
ー
セ

ン
ト
近
く

が
宮
城
県

に
集
中

し

て
お
り

ま
す
。

謹

ん
で
、
亡
く
な

っ
た
方

々

の
ご
冥

福
を
祈
り
、
ご
家
族

の
方

々
に
は
衷

心
よ
り
哀
悼

の
意

を
表

し
た

い
と
思

い
ま
す
。

今

礼
拝

を
奉
げ

て

い
る
こ

の
東

北
学

院
大
学
多
賀
城

キ

ャ
ン
パ

ス
礼
拝
堂

は
命

か
ら
が
ら
逃

げ
込

み

救

わ
れ
た
多

賀
城
地
区

の
被
災

者

や
ド
イ
ツ
か
ら

の
旅
行
者
な
ど

の
避
難
場
所

と
な

っ
た

と
こ
ろ

で
あ

り

ま
す
。
人

に
よ

っ
て
は
、
あ

の
日
あ

の
時

の
悪
夢

の
よ
う
な
出
来
事

や
そ

の
後

の
試
練

や
苦
難

を
思

い
出
す
場
所

と
な
り
、
怯
え
、
悲

し
み
、
辛

さ
、
悔
し
さ
、
怒

り
、
う
ら

み
、
せ

つ
な
さ
、
鯵

な
ど
を

再
体
験

し
て
し
ま

い
、
で
き

れ
ば
、
近
寄
り
難

い
所

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

あ
る
人

に
と

っ
て
は
、
救

い
と
安
全

安

心
を
再

体
験

で
き

る
憩

い
の
場

で
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
自
身

は
、

三
月
十

三
日
に
や

っ
と
仙
台
方
面
か
ら
多

賀
城
キ

ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
る

こ
と
が
で
き
、

翌
十

四
日
に
キ

ャ
ン
パ
ス
近

辺

に
赴
く

こ
と
が

で
き
ま
し
た

が
、
大
学

と
幼
稚
園

の
教
職
員

や
多

賀
城

市

職
員

や
緊
急
支
援
隊

の
大
混
乱

の
中

で

の
昼
夜

を
舎

か
な

い
献
身
的
援

助
活
動

と
そ

の
労
苦
、
実
家

と
肉
親
を
津

波

で
失

っ
た
人

の
憔
悼

し
き

っ
た
姿

、
東
松
島

か
ら
大
学

に
避
難

し
た
家
族

か
ら
聞
ー
命

の
危
険

に
晒
さ
れ
た
話

、
避
難

し
た
幼
稚
園
保
護
者

と
園
児

の
疲
れ
き

っ
た
歩

み
、
多
賀
城

八
幡
地
区

で

の
瓦
礫

化
し
た
建
物

や

四
方

の
壁

の
抜
け
た
残
骸
、

ヘ
ド

ロ
の
嫌

な
匂

い
、
隣
家

の
狭

い
二
階
部
分

で
か

ろ
う

じ
て
避
難
生
活
す

る
方

の
見
舞

い
、
粉
塵

に
よ
る
感
染
症

へ
の
心
配
、

四
十

五
号
線

に

二
段

に
積

み
重

ね
ら
れ
た
流
出

し
た
車

の
列
、

ガ
ソ
リ

ン
ス
タ

ン
ド

に
並

ぶ
車

の
長

い
列
等
・と
、
思

い
出

と

し

て
は
辛

く
悲

し
く
受
け
容

れ
難

い
も

の
が
多

く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど

の
よ
う

な
感
情

や
想

い
の
体
験
過
程
が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
生
身

の
か
ら
だ

で
感

じ

て

い
る
今

の
現
実

と
し

て
あ

る
が
ま
ま

に
受

け
容

れ
ら
れ
る
時

、
自
分

が
今
現

に
生

か
さ
れ

て

い
る
と

い
う
事
実

と
感

謝

の
念

に
辿
り
着

き
ま
す
。
率

直

に
神

に
感

謝
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
震
災

が
天
罰

で
あ

る
と
言
わ
れ
た
り
、
原
発
事

故
被
災

の
ふ
る
さ
と

の
無
残
な
姿

を
死

の
町

と
表

現

さ

れ

た

り

と

、
被

災

者

の

心
を
無

視

し

た

無

慈

悲

な

言

葉

に
も

傷

つ

い
た

人

も

お

ら

れ

た

か

と
想

い
ま

す

。
喪

失

感

に
打

ち

ひ

し

が

れ

た
者

に

と

っ
て

は

、
天

災

に

よ

っ
て

で
あ

れ

、
人
災

に
よ

っ
て

で
あ

れ

、
被

災

し

た
も

の
の
中

に

「
人
」
を

感

じ

て
生

き

て
お

り

ま

す

。



た

と
え

瓦
礫

と
言

わ

れ

る
も

の

に
な

っ
て
も

、

そ

こ

に
は
生

き
た

思

い
出

が

あ
り

、

人

間

の
営

み
を
残

し
、
愛

の
交

流

が
想

起

さ

れ

ま

す

。

さ
ら

に
、
愛

す

る
者

が
自

分

の
身

代

わ
り

と
な

っ
て
亡

く

な

っ
た

の
だ

か

ら

、

そ

の
分
生

き

て
欲

し

い
と
慰

撫

さ

れ

る

こ

と
も

あ
り

ま
す
。

労

わ
り

の

心
は
感

じ

て
も
、

本
当

の
慰
め

に
は
な

ら

な

か

っ
た
方
も

お

ら

れ

た

か

と
想

い
ま

す
。

聖
書

は
言

い
ま
す
。

「神

は
、
わ

た

し
た

ち

を
怒

り

に
定
め

た

の
で

は
な

く
、
わ
た

し

た

ち

の
主

イ

エ

ス

・
キ

リ

ス
ト

に
よ

る
救

い
に
あ

ず

か
ら

せ

る

よ
う

に
定

め

ら

れ
た

の
で
す
」

と
。

天
災

で
あ

れ

人
災

で
あ

れ

、

そ

れ

は
神

の
怒

り

に

よ

る
天

罰

で
は

あ
り

ま

せ

ん
。

ま
た

、

イ

エ
ス

・
キ

リ

ス
ト

が

す

で

に

人
類

の
罪

を
背
負

い
身

代

わ
り

と
な

っ
て
死

ん

で

く

だ

さ

っ
て

い
ま
す
。

死
者

は
わ

た

し

た

ち

の
身

代

わ
り

で
亡

く

な

っ
た

の
で
も

あ

り

ま

せ

ん
。
聖
書

は
さ

ら

に
続

け

ま

す
。

「主

は
、
わ

た

し

た

ち

の
た

あ

に
死

な

れ
ま

し

た

が
、

そ

れ

は
、

わ
た

し
た

ち

が

、

目
覚
め

て

い
て
も

眠

っ
て

い
て
も

、

主

と

と
も

に

生

き

る

よ
う

に
な

る
た

め

で

す
」

と
。

イ

エ
ス

・
キ

リ

ス
ト

は

四
六

時
中

わ
た

し
た

ち

と
共

に
お

ら

れ

守

っ
て
く

だ

さ

っ
て

い
る

の
で
、

安

心
し

て
生

き

て

い
け

る

と

い
う

の
で
す
。

死

者

は
今

キ

リ

ス
ト

と
共

に
天
上

に

い
ま

す
。

先

程

一
分

間

の
黙

祷

を

そ

れ

ぞ
れ

に
、

そ

し

て
、
共

に
奉

げ

ま

し
た
。

死
者

へ
呼

び

か

け
、

死
者

と

の
対

話

が

で
き
た

と

こ

と

と
想

い
ま

す
。

キ

リ

ス
ト

は

そ

こ

に
介

在

し
、

死
者

と

の
霊

的
愛

の
交

流

を
可

能

に
し

て
く

だ

さ

る
方

で

す
。

す

で

に
わ
た

し
た

ち

の
た
め

に
死

ん

で
く

だ

さ

っ
た
主

は
死

者

と

と
も

に
、

そ

し

て
、

わ
た

し

た
ち

こ

の
世

に
あ

る
者

と

と

も

に
お

ら

れ
ま

す
。

わ

た

し

た

ち

は
孤

立

し
た
存

在

で
は

あ
り

ま

せ

ん
。

キ

リ

ス
ト

を
通

し

て
、

亡
く

な

っ
た
愛

す

る
者

と
共

に

い
る

こ

と
が

で
き

ま

す
。

亡

く

な

っ
た
愛

す

る
人
た

ち

は
キ

リ

ス
ト

と
共

に

わ

た

し

た

ち
が
精

一
杯

生

き

る

こ
と
を
望

ん

で
お

ら

れ

ま

す
。

だ

か

ら

こ
そ
、
わ
た

し
た

ち

は

「励

ま

し
あ

い
、
お

互

い
の
向

上

に

心
が
け
」
、
互

い
に
尊

敬

し
、

い

つ
も
善

を
行

な
う

よ

う
努

め

る

こ

と
が

で
き

ま

す
。

だ

か

ら

こ
そ
、

わ

た

し
た

ち

は

「
い

つ
も
喜

び
、

絶

え

ず
祈

り

、

ど

ん

な

こ
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1年 前の この 日、午後2時46分 に東 日本大震災が起 き、津 波 によ り、大勢

のいのちが奪い去 られ、私たちの 日常は一変致 しました。

東北学院大学多賀城キャンパス礼拝堂にも、300名 ほ どの方 々が津波の難 を

逃 れ、避難所生活の数 日間を過 ごされました。東北学院は、9名 の学 生生徒 の

命 が奪わ れ、2名 の学 生が いまだ行方不 明です。また、教職員の家族や住居に甚

大な被害 を被 りました。

この一年間、復旧 ・復興に鋭意取 り組んで参 りましたが、 こころの傷手は消

えることがありません。 日本国をあげて追悼の意を表するこのときに、私たち

も心をあわせ、追悼の黙祷を捧げたいと思います。

なお、政府主催の追悼式には、星宮学長、仙台市主催の追悼式には、斎藤副

学長、多賀城市主催の追悼式には、遠藤銀朗教授が出席し、皆様 と共に追悼の

黙祷を捧げます。

2時46分 か らの一分 間、追悼の黙祷 を捧 げます。 ＼

どうぞご起立下さい。

〔午後2時46分00秒 〕 黙 祷!

詳細データ

大学 死亡5名 不明者2名

高校 死亡3名

中学 死亡1名



H24.3.11東 北 学 院 東 日本 大 震 災 追 悼 礼 拝 スケジュール

日 時:平 成24年3月11日(日)14:30～

場 所:多 賀城キャンパス礼拝堂

出席者:東 北学院教職員、教職員家族、理事監事評議員、多賀城礼拝堂避難者、

ボランティアステーシ ョン関係者学生、近隣住民

【事前準備 】

○ 奏楽者 今井奈緒子先生には、13日 付け奏楽依頼 と選曲依頼済み。[庶務課]

○ ご遺族へ式出席の確認。亡 くな られた学生生徒の氏名掲載 につ いて保護者確認[各部門]

出席確認後、 ご遺族へ案 内文送付。[庶務課]

→ ご遺族の心情 を考え掲載 と案内をしな いこととなった。

○ 来賓(理 事 ・監事)へ の案内文送付。[庶務課]

→2/22付 で発送

○ 評議員への案内

→3/2評 議員会にてチラシ配付

○ 多賀城キャンパス職員への協力依頼。[庶務課]

→2128多 賀城キャンパスにて打合済

○ 駐車場 ・式場案内看板作成。[庶務課】

→ 多賀城庶務へ学内便

○ チ ラシ ・ポス ターの作 成。[広 報課(藁 科 氏)]

→ 中高 ・榴 ・幼 ・校友 ・大学各キャンパ スへ 発送済

○ ホームページ ・無料新聞広告への掲載。[広報課]

○ 生花 の手配 。[庶 務課]

→ グ リーンハウスへ311多 賀 城礼 拝堂下 見済 。籠 盛 り花 一つ 。15000円 31915時 納 品

○ 奏楽者へ の謝礼準備。(譜 め くりアルバイ トの有無確認。)[庶 務課]

→311予 算措置済 今井先生10000円 学生5000円

※ 今井先生謝礼辞退

○ 式次第の作成。[庶務課]

○ 備品借用(腕 章5、 カウンター2、 無線機4台[多 賀城管財より】)



【 当 日業務 】

当 日13:00多 賀城礼拝堂集合(多 賀城職員は1230)

○ 多賀城事務室担当 【仲丸】

○駐車場整理 ・誘導 4名 正 門前 、東 門前、工 学基礎 センター東 前 ・西前

【大 宮 司 ・多 田 ・佐 々木 ・森谷 】

○ 礼拝堂内暖房 1名 施設課へ依頼12:30～

【佐藤定男】

○ 礼拝堂内担当(照 明 ・放送設備)

照明は礼拝堂エントランスホール にスイ ッチがある。

放送設備は講壇右側の調整室 内に設置 してある。

【斎藤次長、鈴木(陽)】

○ 礼拝堂内 受付(次 第配付)3名 【鈴木(陽)、 石上、岩渕 】

誘導4名 【二階堂、斎藤課長、若生課長、山田】

理事長、学院長、宗教部長対応 佐藤庶務部長(控 室 は宗教副部長室)

オルガニス ト対応 斎藤庶務課長(控 室は会議室1)

担当者控室 説教者控室

○ 駐車について

車両の入構は正門又は東門か らになる。

学内教職員(関 係者)1号 館南面の駐車場

一般参加者 東門よ り入構 して奥(図 書館南面)か ら駐車

正門前に 「追悼礼拝駐車場」の看板 を設置し、矢印で東門か ら入構するように案内。

東門担当者が駐車場へ誘導する。

3号 館前担当者が駐車場へ誘導す る。

理事長車は図書館北面に駐車。(自 宅12:50発)

○ 看板設置

正門1枚 東門2枚 礼拝堂前1枚(依 頼済み)

○ 式終了予定15：20



平成24年2月28日
次 長 ・課 長 殿

東北学院東日本大震災追悼礼拝準備委員会

委員長 柴 田 良 孝

東北学院東日本大震災追悼礼拝に関する業務の依頼に ついて

標記 の件 につ いて、下記 のとお り各係 のご協力 をお願い 申 し上 げます。

なお、担 当者名 を3月2日(金)ま で ご連絡下 さい ますよ う併せてお願い申 し上げます。

法人事務局担 当者 につ いて は、庶務課 にて決め させ ていただ きます。

3月11日(日)

礼拝堂管理 多賀城キャンパス庶務係(2名)
13:00～16:00

駐車場管理 多賀城キャンパス管財係(1名)
13:00～16:00

礼拝堂暖房係 多賀城キャンパス管財係(1名)
13:00～16:00



第1回 東北学院東日本大震災追悼礼拝準備委員会 議事録

日 時:平 成24年2月15(水)9:00～9:45

場 所:1号 館6階 会議室

出席者:柴 田良孝委員長、高橋清昭副委員長、佐藤範明、 日野 哲、門脇邦知、鈴木義夫、

木村安博 、斎藤淳 、斎藤英夫 若生克義 駒板高明

欠席者:佐 々木哲夫副部長、折原清

陪席(事 務局):佐 々木克典、鈴木勝博

司会進行:柴 田良孝委員長

議案及び審議経過

(1)東 北学院東 日本大震災追悼礼拝について

配付資料 を基 に委員長よ り説明がなされた。

○式次第について(斎 藤庶務課長説明)
・多賀城市式典には、遠藤銀朗先生が出席。
・その他市町村か らの案内は、今 日現在きて いない。
・学院長が、文科省よ り内閣府 による式典に招待されるため、追悼礼拝は欠席とな り、

挨拶が出来ない。よって、追悼礼拝 ・追悼式 ・追悼演奏の3部 構成を、変更 し、追悼

礼拝の中に、理事長式辞を入れ、2部 構成 とする。(宗 教部長へ確認要)
・プログラムに掲載す る。犠牲者名簿は、中高、大学 とも、入学予定者(入 学手続き完

了学生)と 、卒業生(3/31ま で在籍 のため)を 対象 とする。
・対象犠牲学生の名簿掲載については、各部門で遺族に確認了承行 い、その際、出席の

確認も一緒 に行 う。
・出席される遺族へは、別途 ご案内を庶務よ り送付する。
・ 出席遺族への、交通費等の支給は行わない。

○業務内容について
・事前準備(斎 藤庶務課長説明)

多賀城キャンパス職員へは、庶務1名 ・管財1名 ・ボイラー担当1名 の派遣依頼要

奏楽者への謝礼1万 円。譜め くりバイ トは5000円 。

生花は、壷で1つ 。
・当日準備(佐 々木課長補佐説明)

当日、委員集合時間13:30

東門よ り入校させる。

駐車場整理4名 必要(1名 多賀城管財依頼)

礼拝堂内担当1名 は多賀城庶務依頼

当日の記録係 広報課へ依頼確認

当 日、正門には、警備員立つ

学生車両は、許可証があるため、正門よ り入校



○案内につ いて(資 料2)
・教職員へは、メールにて案内を行う。メール内容は総務部長作成、配信。

・大学部門

チラシ設置

ボランティアステー ション関係学生

オル ガニス ト、礼拝奉仕者へは、会合の際、口頭で連絡。詳細はHPに て と伝える。

同窓会員へは、HP掲 載 と、常任委員会 にてチラシ配布。
・中高 ・榴ケ岡部門

チラシ設置

宗教主任 をはじめ、代表教員何名か出席予定。
・幼稚園部門

チ ラシ設置

事務長、園長、教頭、教員代表者出席予定。

・理事監事へは、遺族案内文を加工 し、発送。


